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◆
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
会
長
の
３

期
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
現
在

住
宅
業
界
全
体
が
抱
え
る
課
題

と
、
そ
れ
に
対
す
る
お
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
、
消
費
税
増
税
に
よ
る

駆
け
込
み
需
要
の
反
動
減
で
す
。

住
宅
業
界
と
し
て
は
、
昨
年
10
月

と
今
年
４
月
の
２
回
消
費
税
率
が

ア
ッ
プ
し
た
よ
う
な
感
覚
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
２
回
の

間
に
株
価
が
下
落
し
た
影
響
も
あ

り
、
住
宅
業
界
と
し
て
一
番
良
い

時
期
で
あ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
底
割
れ
感
が
生
じ
、
想
定
以

上
に
反
動
減
が
長
引
い
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
来
年
予
定
さ

れ
て
い
る
税
率
10
％
へ
の
ア
ッ
プ

に
向
け
て
、
軽
減
税
率
の
適
用
や

さ
ら
な
る
負
担
軽
減
策
が
と
ら
れ

る
よ
う
、
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
資
産
の
活
用
と
し

て
、
現
在
高
齢
者
が
保
有
す
る

１
０
０
０
兆
円
の
個
人
金
融
資
産

を
若
年
層
へ
と
移
動
さ
せ
る
方
法

を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
昨
年
創
設
さ
れ
た
「
教
育

資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
贈
与
税

非
課
税
措
置
」
は
積
極
的
に
活
用

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
中
長

期
で
消
費
さ
れ
る
教
育
費
と
い
う

部
分
だ
け
に
的
を
絞
ら
ず
、
住
宅

取
得
時
に
千
万
円
単
位
の
生
前
贈

与
で
個
人
資
産
が
動
か
せ
る
よ
う

に
な
る
と
、
住
宅
業
界
が
活
性
化

す
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
２
つ
の
こ
と
は
、
大
変

難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
市

場
の
活
性
化
を
促
す
た
め
に
も
、

何
と
か
住
宅
業
界
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

◆
住
宅
を
取
り
巻
く
少
子
高
齢

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
等
の

社
会
問
題
に
つ
い
て
は
、
ど
う
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
住
宅
と
い
う
の
は
、
社

会
課
題
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
環
境
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
再
生
、
教
育
、
少
子
化
等
、

非
常
に
難
し
い
問
題
の
中
で
、
私

は
い
つ
も
『
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
』

の
暮
ら
し
を
思
い
描
き
ま
す
。
つ

ま
り
、
三
世
代
同
居
で
暮
ら
す

こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
る
問
題
が

数
多
く
あ
る
の
で
は
、
と
考
え
て

い
る
の
で
す
。
祖
父
母
が
一
緒
に

暮
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
孫
へ
の
道

徳
教
育
が
可
能
と
な
り
、
母
親
が

仕
事
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
東
京
一
極
集
中
も
少
子

化
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
地
方
か
ら
優
秀
な
人
材
が

集
ま
る
一
方
で
、
過
密
化
し
て
い

く
東
京
で
子
供
を
育
て
て
い
く
こ

と
は
容
易
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ア
メ
リ
カ
の
例
で
い
え
ば
、

ア
マ
ゾ
ン
や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が
誕
生
し
た
シ

ア
ト
ル
、
グ
ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
、

イ
ン
テ
ル
等
の
先
端
技
術
企
業
の

本
拠
地
が
あ
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

の
よ
う
に
、
地
域
に
産
業
が
根
付

く
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
に
お
い
て
は
、
住

宅
の
役
割
は
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
少
子
化
と
い
う

テ
ー
マ
に
絞
っ
た
取
組
み
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
し
、

そ
う
い
っ
た
認
識
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
活
動
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

災
害
対
策
と
し
て
は
、
起
こ
っ

２
０
１
４
年
度
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　

和
田　

勇　
　

一
般
社
団
法
人
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
会
長

　

既
存
住
宅
に
お
け
る
取
組
み
が

　

良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
創
る

会長
インタビュー 
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た
後
の
対
策
だ
け
で
な
く
、
起
こ

る
前
の
対
策
と
の
両
方
が
大
切
で

す
。
現
在
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
で

は
、
災
害
前
の
対
策
と
し
て
、
全

国
都
道
府
県
と
協
定
書
を
締
結

し
、
平
常
時
に
お
け
る
事
前
の
災

害
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害

後
の
対
策
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

延
べ
８
６
，
４
１
８
戸
の
応
急
仮

設
住
宅
の
建
設
を
行
い
、
そ
の
後

の
維
持
管
理
等
も
行
っ
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
の
本
格
的
な

復
興
の
段
階
で
も
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
実
績
と
プ
レ
ハ
ブ
建

築
協
会
な
ら
で
は
の
対
応
力
を
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
て
災
害
に
数
多

く
携
わ
っ
て
き
た
プ
レ
ハ
ブ
建
築

協
会
だ
か
ら
こ
そ
、
災
害
に
強
い

住
宅
・
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
住
宅
で
い
え
ば
、

耐
震
補
強
に
関
す
る
補
助
金
制
度

等
が
あ
り
ま
す
が
、
現
状
の
ま
ま

で
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

耐
震
補
強
が
困
難
な
場
合
、
住
宅

の
解
体
費
用
を
免
除
す
る
、
国
が

補
助
す
る
等
、
個
人
資
産
で
は
な

く
社
会
資
産
と
し
て
、
抜
本
的
な

対
策
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
深
刻
な
電
力
不
足
が
社

会
問
題
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

現
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
住
宅
＝
発
電
所
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
燃
料
電
池
・
太
陽
光
発

電
等
の
設
備
を
徹
底
的
に
普
及
さ

せ
る
と
共
に
、
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

住
宅
（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
）
を
積
極
的
に
進

め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
ス
ト
ッ
ク
住
宅
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
や
中
古
住
宅
の
流

通
の
活
性
化
に
向
け
て
の
活
動
と

し
て
は
、
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
会

員
会
社
を
中
心
と
し
た
10
社
が
参

加
す
る
優
良
ス
ト
ッ
ク
住
宅
推

進
協
議
会
（
ス
ム
ス
ト
ッ
ク
協
議

会
）
が
あ
り
ま
す
。
現
在
日
本
で

は
、
住
宅
に
対
す
る
投
資
の
累
計

金
額
が
約
８
５
０
兆
円
あ
る
の
に

対
し
、
評
価
額
は
３
５
０
兆
円
程

度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
欧
米
で
は

年
々
住
宅
の
価
値
が
上
が
る
の
に

対
し
、
日
本
で
は
約
５
０
０
兆
円

も
の
国
富
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
日
本
の
住
宅
も
、

年
々
価
値
が
上
が
る
よ
う
な
住

宅
、
そ
れ
も
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
を
建

て
た
ら
価
値
が
上
が
る
と
い
う
仕

組
み
へ
と
変
え
て
い
か
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
ス

ム
ス
ト
ッ
ク
協
議
会
で
は
、
耐
震

性
の
確
保
、
長
期
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
住
宅
履

歴
の
保
有
な
ど
を
条
件
に
、
評
価

額
を
上
げ
る
制
度
を
目
指
し
て
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
活
動
を
住
宅
業
界
全
体
で
行
え

ば
、
国
全
体
へ
と
広
が
り
、
中
古

住
宅
の
流
通
や
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

の
活
性
化
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
古
住
宅
に
ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
能
を
追
加
す
る
な
ど

の
大
規
模
リ
フ
ォ
ー
ム
に
生
前
贈

与
を
適
用
し
て
も
ら
う
等
、
住
宅

業
界
全
体
の
取
組
み
と
し
て
国
へ

の
陳
情
を
積
極
的
に
行
っ
て
、
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
本
格
展
開
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

◆
会
長
と
し
て
、
今
後
の
展
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
き
な
テ
ー
マ
は
、「
良
質
な

住
宅
を
世
の
中
に
残
し
て
い
く
」

こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
新
築
だ
け
で

な
く
、
既
存
の
住
宅
に
お
い
て

も
、
経
年
に
よ
っ
て
価
値
が
下
が

ら
な
い
住
宅
を
作
る
こ
と
。
現
在

は
、
全
て
に
お
い
て
新
築
を
中
心

に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
今
後
、
既
存
の
住
宅
に
も

視
点
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

様
々
な
制
度
や
仕
組
み
、
取
組
み

等
が
普
及

す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
住
宅
が
き

ち
ん
と
流
通
す
る
仕
組
み
を
作
る

こ
と
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
住
宅

業
界
全
体
が
上
向
き
に
な
り
、
日

本
人
の
生
活
も
豊
か
に
な
り
ま

す
。

　

私
は
よ
く
社
員
に
「
家
を
作
る

な
ら
、
長
生
き
で
き
る
家
を
作
り

な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
断
熱
性
能
が
不
十
分
な

家
で
は
、
住
宅
内
で
の
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
等
に
よ
る
死
亡
事
故
が

数
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
不
幸
を
撲
滅
す
る
た
め
に

も
、
良
質
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
住

宅
づ
く
り
に
向
け
て
、
住
宅
業
界

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

『
良
質
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
住
宅
』
が

日
本
人
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

 Top Interview
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５
月
30
日
午
後
１
時
30
分
、如
水
会
館
（
東

京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
、
第
２
回
通
常

総
会
を
開
催
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、
来
賓
の
伊
藤
明
子
国
土

交
通
省
住
宅
局
住
宅
生
産
課
長
、
三
橋
敏
宏

経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
住
宅
産
業
窯
業
建

材
課
長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

総
会
に
は
正
会
員
22
社
が
出
席
し
、
和
田

勇
会
長
（
積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締

役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
を
議
長
に
、
議
案
を
審

議
し
、
次
の
と
お
り
承
認
・
決
定
し
た
。

　
〈
第
一
号
議
案
〉　

平
成
25
年
度
決
算
に
関

す
る
件

　

原
案
の
と
お
り
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
、
平
成
25
年
度

事
業
報
告
及
び
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報

告
書
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ
た
。

　
〈
第
二
号
議
案
〉　

役
員
改
選
に
関
す
る
件

　

会
長
が
提
案
し
た
候
補
者
案
の
と
お
り
理

事
21
名
、
監
事
２
名
を
選
任
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
引
き
続
い
て
理
事
会
を
開

催
し
、
会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
、
常
務

理
事
を
選
定
し
、
Ｐ
Ｃ
建
築
、
住
宅
、
規
格

建
築
の
各
部
会
長
を
決
定
し
た
。（
新
役
員
は

５
頁
に
掲
載
）

三橋敏宏 経済産業省製造産業局住宅産業窯業建材課長 伊藤明子 国土交通省住宅局住宅生産課長

第
２
回　

通
常
総
会
開
催

第 2回通常総会開催①
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第 2回通常総会開催②

【
新
役
員
】

　

会　
　

長　
　

和
田　
　

勇　
　

積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ　

　

副
会
長　
　

池
田　

英
輔
＊　

旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

　

副
会
長　
　

樋
口　

武
男　
　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

　

副
会
長　
　

藤
井　

康
照　
　

パ
ナ
ホ
ー
ム
株
式
会
社
代
表
取
締
役
（
住
宅
部
会
長
）

　

副
会
長　
　

竹
中　

宣
雄　
　

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　

専
務
理
事　
　

合
田　

純
一
＊　

元
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
理
事

　

常
務
理
事　
　

郡　
　

正
直　
　

郡
リ
ー
ス
株
式
会
社
取
締
役
社
長

　

常
務
理
事　
　

関
口　

俊
一
＊　

積
水
化
学
工
業
株
式
会
社
常
務
執
行
役
員
住
宅
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

　

常
務
理
事　
　

八
田　

英
治　
　

大
成
ユ
ー
レ
ッ
ク
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
（
Ｐ
Ｃ
建
築
部
会
長
）

　

常
務
理
事　
　

森
田　

俊
作　
　

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

　

常
務
理
事　
　

山
科　
　

忠
＊　

ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

　

理　
　

事　
　

宍
戸　
　

宏　
　

株
式
会
社
建
研
代
表
取
締
役

　

理　
　

事　
　

伊
藤　

典
男
＊　

株
式
会
社
鴻
池
組
常
務
執
行
役
員
建
築
事
業
本
部
企
画
営
業
設
計
統
括
役
員

　

理　
　

事　
　

須
藤　

則
行　
　

コ
マ
ツ
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
（
規
格
建
築
部
会
長
＊
）

　

理　
　

事　
　

長
妻　

貴
嗣　
　

三
協
フ
ロ
ン
テ
ア
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

　

理　
　

事　
　

塚
本　

敏
秀
＊　

サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
ズ
株
式
会
社
取
締
役

　

理　
　

事　
　

蛭
川　

哲
夫　
　

大
成
建
設
ハ
ウ
ジ
ン
グ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

　

理　
　

事　
　

小
山　

裕
康
＊　

ト
ヨ
タ
Ｔ
＆
Ｓ
建
設
株
式
会
社
専
務
取
締
役

　

理　
　

事　
　

森
岡　

篤
弘　
　

日
成
ビ
ル
ド
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　

理　
　

事　
　

松
田　

佳
紀　
　

株
式
会
社
ヤ
マ
ダ
・
エ
ス
バ
イ
エ
ル
ホ
ー
ム
代
表
取
締
役
社
長

　

理　
　

事　
　

長
崎　
　

卓　
　

一
般
社
団
法
人
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
事
務
局
長

　

監　
　

事　
　

福
島　

勝
仁
＊　

黒
沢
建
設
株
式
会
社
常
務
取
締
役
営
業
本
部
長

　

監　
　

事　
　

中
嶋　
　

雄　
　

百
年
住
宅
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　

＊
新
任

合田純一 専務理事 和田勇 会長菊田利春 前専務理事

竹中宣雄 副会長 池田英輔 副会長藤井康照 副会長 樋口武男 副会長

※
役
職
は
総
会
当
日
時
点
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平
成
26
年
度　

事
業
計
画

Ⅰ　

基
本
方
針

１　

経
済
社
会
の
動
向
と
建
築
・
住
宅
を
取

　
　

り
巻
く
環
境

平
成
25
年
の
我
が
国
の
経
済
は
、
日
本
経
済

の
再
生
に
向
け
た
「
大
胆
な
金
融
政
策
」、「
機

動
的
な
財
政
政
策
」
及
び
「
民
間
投
資
を
喚
起

す
る
成
長
戦
略
」
を
「
三
本
の
矢
」
と
す
る
経

済
政
策
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ

る
一
体
的
な
取
り
組
み
の
下
、
円
高
是
正
を
追

い
風
と
し
て
輸
出
が
持
ち
直
す
と
と
も
に
、
景

気
好
転
へ
の
期
待
感
か
ら
個
人
消
費
が
堅
調
に

推
移
す
る
な
ど
、
実
体
経
済
に
お
い
て
も
回
復

の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
平
成
25
年
の
全
建
築
物
の

着
工
床
面
積
は
１
４
７
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、

対
前
年
比
11
・
４
％
の
増
と
３
年
連
続
の
増
加

と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
の
新
設
住
宅
着

工
戸
数
は
98
万
戸
、
対
前
年
比
11
・
0
％
の
増

と
な
り
、
そ
の
う
ち
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
に
つ
い
て

も
14
万
6
千
戸
、
対
前
年
比
10
・
７
％
の
増
と
、

と
も
に
４
年
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。

一
方
、
新
設
住
宅
の
受
注
状
況
に
関
し
て
は
、

今
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響

に
よ
る
受
注
件
数
の
落
ち
込
み
が
、
経
過
措
置

期
限
終
了
後
の
昨
年
10
月
以
降
み
ら
れ
、
政
府

に
よ
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
拡
充
と
給
付
金
創

設
に
よ
る
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
て
は
い
る
が
、

内
需
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
住
宅
需
要
を
下
支
え

す
る
に
は
、
さ
ら
な
る
対
策
の
充
実
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
建
設
業
界
全
体
で
は
、
復
興
関
連
も

含
め
て
堅
調
に
推
移
し
た
公
共
投
資
や
民
間
需

要
の
影
響
で
、
受
注
高
は
前
年
同
期
を
上
回
る

水
準
で
推
移
し
た
半
面
、
建
設
技
能
者
の
不
足

が
深
刻
さ
を
増
し
、
原
材
料
・
資
機
材
の
不
足

と
い
う
問
題
も
顕
在
化
し
て
き
た
。

さ
ら
に
、
発
災
か
ら
３
年
目
を
迎
え
た
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
の
復
興
が
依
然
と
し
て
道

半
ば
で
あ
る
中
で
、
昨
年
も
台
風
や
豪
雨
、
竜

巻
、
豪
雪
と
い
っ
た
自
然
災
害
が
各
地
で
発
生

し
、
建
築
・
住
宅
分
野
で
も
、
こ
う
し
た
自
然

災
害
へ
の
備
え
と
災
害
時
の
柔
軟
か
つ
迅
速
な

対
応
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
社
会
の

到
来
、
広
い
意
味
で
の
安
全
・
安
心
な
生
活
環

境
整
備
へ
の
要
求
の
高
ま
り
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
観
点
を
含
む
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
な
ど
、
建
築
・
住
宅
分
野
に
お
い
て
も
積

極
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
課
題
は
多
い
。

２　

平
成
26
年
度
の
実
施
方
針

平
成
26
年
度
は
、
当
協
会
が
昨
年
10
月
１
日

に
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
て
最
初
の
本
格
的

な
事
業
年
度
と
な
る
。
プ
レ
ハ
ブ
建
築
の
研
究

開
発
及
び
建
設
・
普
及
を
通
じ
て
、
良
質
な
社

会
資
本
の
形
成
と
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
当
協
会
と
し
て

も
、
今
日
の
建
築
・
住
宅
分
野
に
求
め
ら
れ
る

諸
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、
積
極
的
に
事
業
を
展

開
し
て
い
く
。

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
１
月
の

当
協
会
創
立
50
周
年
を
契
機
に
改
定
し
た
プ
レ

ハ
ブ
建
築
協
会「
行
動
憲
章
」及
び「
行
動
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
重
点
を
置
い
て

事
業
を
実
施
す
る
。

（1）　

安
全
安
心
へ
の
配
慮

本
格
的
な
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
を
踏
ま
え
、

生
活
の
原
点
で
あ
る
安
全
安
心
の
確
保
の
た
め

に
、
建
築
・
住
宅
に
お
け
る
安
全
性
、
耐
久
性
、

快
適
性
等
の
品
質
・
性
能
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
大
規
模
な
災
害
等
に
対
し
て
も
安
全
性

を
確
保
し
た
生
活
基
盤
づ
く
り
を
目
指
す
。
特

に
、
Ｐ
Ｃ
工
法
に
よ
る
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
、

応
急
仮
設
住
宅
の
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
今
後

起
こ
り
う
る
大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
、
Ｐ
Ｃ

建
築
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
推
進
、
災
害

発
生
時
の
迅
速
な
応
急
仮
設
住
宅
建
設
を
可
能

に
す
る
体
制
の
整
備
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

(2)　

良
質
な
社
会
ス
ト
ッ
ク
の
形
成

プ
レ
ハ
ブ
建
築
技
術
の
進
展
を
通
じ
て
、
良

質
な
建
築
・
住
宅
の
提
供
と
豊
か
な
街
並
み
の

形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
既
存
建
築
物
の
質
の

向
上
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
に
亘
っ
て

活
用
さ
れ
る
良
質
な
社
会
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
特
に
、
長
期
優
良

化
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、

中
古
住
宅
流
通
・
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
等
の
住
宅
・

不
動
産
流
通
市
場
の
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り

組
む
。

(3)　

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
市
場
の
創
造

豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
住
ま
い
手

の
価
値
観
の
変
化
に
よ
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
時
代
の
要
請

に
応
え
る
市
場
の
創
造
を
図
る
こ
と
を
目
指
す
。

特
に
、
建
設
技
能
者
や
資
機
材
の
不
足
に
対
応

で
き
る
Ｐ
Ｃ
建
築
の
需
要
拡
大
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
住
宅

の
実
現
、
顧
客
満
足
度
の
さ
ら
な
る
向
上
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

(4)　

地
球
環
境
へ
の
配
慮

美
し
い
地
球
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
、
地

球
温
暖
化
防
止
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
環
境
共

生
に
対
す
る
配
慮
を
通
じ
て
持
続
型
社
会
の
実

現
を
目
指
す
。
特
に
、
平
成
23
年
に
策
定
し
た

環
境
行
動
計
画
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
０
」

に
基
づ
き
、
住
ま
い
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
・

蓄
エ
ネ
な
ど
の
先
進
的
技
術
の
普
及
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
規
格
建
築
物
の
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

(5)　

国
際
貢
献

技
術
交
流
の
促
進
や
災
害
時
の
復
旧
協
力
な

ど
を
通
じ
て
、
国
際
的
な
協
調
社
会
の
実
現
を

目
指
す
。
特
に
、
海
外
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
工
法
の

普
及
や
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
の
た
め
の
技
術

支
援
や
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。

(6)　

人
材
の
育
成

プ
レ
ハ
ブ
建
築
技
術
・
技
能
の
継
承
と
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
教
育
、
指
導
及
び
啓
発
活
動
を
推
進
す

る
。
特
に
、
Ｐ
Ｃ
建
築
施
工
管
理
技
術
者
資
格

認
定
事
業
、
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

資
格
認
定
事
業
等
に
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り

組
む
。

平成 26年度　事業計画①
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ま
た
、
以
上
の
取
り
組
み
が
成
果
を
上
げ
る

た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
関
係
諸
機
関
に
対

し
て
必
要
な
提
言
・
要
望
活
動
を
あ
わ
せ
て
積

極
的
に
展
開
す
る
。

Ⅱ　

具
体
的
な
活
動
計
画

１　

提
言
、
要
望
等

(1)　

期
限
を
迎
え
る
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
贈

与
税
非
課
税
措
置
の
延
長
拡
充
な
ど
の
住
宅

税
制
を
は
じ
め
、
住
宅
・
土
地
対
策
全
般
に

つ
い
て
関
係
諸
機
関
に
対
し
て
積
極
的
に
提

言
・
要
望
を
行
う
。
特
に
、
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
伴
う
住
宅
・
土
地
市
場
の
動
向
を
注

視
し
、
必
要
に
応
じ
て
補
助
・
融
資
制
度
の

拡
充
な
ど
機
動
的
で
即
効
性
の
あ
る
対
策
の

実
施
を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
平
成
27
年

10
月
に
も
予
定
さ
れ
る
税
率
10
％
へ
の
改
定

に
向
け
て
は
、
安
定
的
か
つ
恒
久
的
な
措
置

と
し
て
住
宅
へ
の
軽
減
税
率
の
適
用
を
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。

(2)　

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
に
対

し
て
は
、
証
券
化
支
援
業
務
等
を
通
じ
て
良

質
な
住
宅
の
供
給
に
不
可
欠
な
長
期
・
固
定
・

低
利
の
融
資
が
大
量
か
つ
安
定
的
に
供
給
さ

れ
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
制
度
の
拡
充
を
要

望
す
る
。

(3)　

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
確
認
、
型
式

認
定
、
製
造
者
認
証
等
の
諸
制
度
に
つ
い
て
、

既
存
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
対

応
を
含
め
、
一
層
の
効
率
化
・
合
理
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
関
係
機
関
に
要
望
す

る
。

(4)　

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
住
宅
性
能
表
示
制
度
に
つ
い
て
、

一
層
の
効
率
化
・
合
理
化
が
図
ら
れ
る
よ
う

引
き
続
き
関
係
機
関
に
要
望
す
る
。

２　

Ｐ
Ｃ
建
築
部
会

(1)　

Ｐ
Ｃ
部
材
品
質
認
定
事
業
、
Ｐ
Ｃ
構
造
審

査
事
業
、
Ｐ
Ｃ
工
法
施
工
管
理
技
術
者
資
格

認
定
事
業
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
Ｐ

Ｃ
部
材
製
造
管
理
技
術
者
資
格
認
定
事
業
の

開
始
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

(2)　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
復
興
推
進
特
別
委
員
会
を
中
心
と

し
て
、
Ｐ
Ｃ
技
術
を
有
効
に
活
用
し
た
提
案

を
関
係
事
業
主
体
に
対
し
て
行
う
と
と
も
に
、

一
級
建
築
士
事
務
所
（
一
社
）
プ
レ
ハ
ブ
建

築
協
会
と
連
携
し
て
、
災
害
公
営
住
宅
の
整

備
に
協
力
す
る
。

(3)　

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
建
築
の
魅
力
、
Ｐ
Ｃ
工

法
に
よ
る
耐
震
改
修
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
技
術
等
に
関
す
る
研
究
成
果
を

関
係
事
業
主
体
に
提
供
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｃ
建

築
の
需
要
開
発
に
向
け
た
活
動
を
引
続
き
行

う
。　

(4)　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
10
改
定
に
伴
う
既
成
の
指
針
・

基
準
等
の
改
定
作
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

(5)　

日
本
建
築
学
会
を
は
じ
め
関
係
団
体
が
主

催
す
る
委
員
会
等
に
会
員
会
社
の
技
術
者
を

派
遣
し
、
Ｐ
Ｃ
建
築
に
関
す
る
基
準
・
指
針

の
作
成
作
業
等
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
耐

震
診
断
業
務
、
耐
震
改
修
工
法
の
提
案
等
に

つ
い
て
、
関
連
団
体
等
と
の
連
携
を
強
化
す

る
。
さ
ら
に
、
海
外
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
工
法
の

普
及
に
向
け
た
技
術
支
援
に
も
協
力
す
る
。

(6)　

広
報
活
動
と
し
て
、
部
会
活
動
を
よ
り

広
く
周
知
に
す
る
た
め
に
、
部
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
部
会
誌
「EN

GIN
EERIN

G 
IN
FO
RM
ATIO

N

」
の
内
容
を
見
直
す
。

３　

住
宅
部
会

(1)　
「
住
生
活
向
上
推
進
プ
ラ
ン
（
改
訂
版
）」

に
基
づ
き
、
各
委
員
会
・
分
科
会
活
動
の
連

携
の
強
化
を
図
る
。

(2)　

工
業
化
住
宅
の
品
質
向
上
や
顧
客
対
応
等

を
総
括
す
る
Ｃ
Ｓ
品
質
委
員
会
に
お
い
て
、

Ｃ
Ｓ/

品
質
中
期
計
画
達
成
に
向
け
、
住
宅
供

給
プ
ロ
セ
ス
（
新
築
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム
）
に

お
け
る
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上
等
Ｃ
Ｓ/

品
質
向

上
施
策
の
企
画
・
推
進
、
お
客
様
住
ま
い
づ

く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
顧
客
満

足
度
の
さ
ら
な
る
向
上
、
会
員
会
社
や
異
業

種
会
社
の
優
れ
た
取
組
み
事
例
の
共
有
化
と

水
平
展
開
等
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

(3)　

建
築
基
準
法
、
住
宅
品
質
確
保
法
、
長
期

優
良
住
宅
法
等
の
基
準
改
正
・
運
用
改
善
等

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
住
団
連
と
連
携
し
つ

つ
技
術
的
観
点
か
ら
提
言
及
び
要
望
を
行
う
。

(4)　

良
質
な
住
宅
の
普
及
と
ス
ト
ッ
ク
の
形
成

を
図
る
た
め
、
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
推
進
、

良
好
な
地
域
環
境
・
ま
ち
な
み
づ
く
り
、
既

存
住
宅
の
長
期
優
良
住
宅
対
応
、
既
存
住
宅

の
質
的
向
上
や
流
通
活
性
化
等
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
。

(5)　

地
球
温
暖
化
対
策
及
び
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
環
境
行
動
計
画
「
エ
コ
ア
ク

シ
ョ
ン
２
０
２
０
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信

を
行
う
。
ま
た
、
工
業
化
住
宅
分
野
に
お
け

る
低
炭
素
社
会
実
行
計
画
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
抑
制
に
係
る
自
主
行
動

計
画
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推

進
す
る
。

(6)　

広
報
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
住
宅

部
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
さ
ら
な
る
活
用
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
報
道
関
係
者
等
へ
の
見

学
会
・
活
動
報
告
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
会

員
の
相
互
啓
発
の
機
会
を
拡
大
す
る
。
ま
た
、

一
般
を
対
象
と
し
た
住
宅
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
引

き
続
き
開
催
す
る
。

４　

規
格
建
築
部
会

(1)　

応
急
仮
設
住
宅
に
関
す
る
資
材
、
器
材
の

供
給
能
力
調
査
及
び
規
格
建
築(

軽
量
鉄
骨)

の
市
場
調
査
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充
や
広
報
パ
ン
フ

レ
ッ
ト「The Stage of Life

」の
改
訂
を
行
う
。

(2)　

気
候
等
地
域
特
性
に
配
慮
し
た
応
急
仮
設

住
宅
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
仮

設
住
宅
団
地
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
。

(3)　

地
方
自
治
体
が
主
催
す
る
図
上
訓
練
等
に

参
加
す
る
と
と
も
に
、
応
急
仮
設
住
宅
建
設

協
定
を
締
結
し
て
い
る
自
治
体
を
訪
問
し
、

意
見
交
換
を
行
う
。
ま
た
、
平
成
２
６
年
度

応
急
仮
設
住
宅
建
設
関
連
資
料
集
を
発
行
す

る
。

(4)　

東
日
本
大
震
災
関
連
を
は
じ
め
、
既
設
の

応
急
仮
設
住
宅
の
点
検
等
維
持
管
理
に
協
力

す
る
。

(5)　

ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
に
関
し
、
引
き
続
き
地

方
自
治
体
が
主
催
す
る
防
災
訓
練
等
に
お
い

て
、
応
急
仮
設
住
宅
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
等
の
展

示
を
行
う
と
と
も
に
、
市
場
調
査
を
行
う
。

平成 26年度　事業計画②
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(6)　

環
境
行
動
計
画 (

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
産
業
廃
棄

物
、
化
学
物
質)

を
推
進
す
る
た
め
の
勉
強
会

を
開
催
す
る
ほ
か
、
建
築
基
準
法
上
の
確
認

申
請
に
係
る
課
題
、
２
階
建
て
応
急
仮
設
住

宅
（
組
立
ハ
ウ
ス
）、
仮
設
建
築
物
の
構
造
設

計
標
準
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
３
３
０
４
）
の
改
訂
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

５　

広
報
委
員
会

(1)　

広
報
誌「
Ｊ
Ｐ
Ａ
」の
企
画
・
編
集
・
発
行（
年

３
回
）
を
引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
東
日
本
大

震
災
後
３
年
間
の
会
員
活
動
を
特
集
し
た
臨

時
号
を
５
月
に
発
行
す
る
。

(2)　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
デ
ザ
イ

ン
を
一
新
す
る
と
と
も
に
内
容
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
進
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
う
。

(3)　

報
道
関
係
者
へ
の
効
果
的
な
広
報
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
各

部
会
・
委
員
会
と
連
携
し
、
部
会
等
が
保
有

す
る
活
動
成
果
に
関
す
る
資
料
等
の
積
極
的

な
公
開
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

(4)　

Ｅ
‐
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
等
を
活
用
し
た
会
員
各
社

へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
を
推
進
す
る
。

(5)　

平
成
25
年
度
下
半
期
及
び
26
年
度
上
半
期

の
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
販
売
実
績
の
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
を
会
員

等
へ
配
布
す
る
。

６　

教
育
委
員
会

(1)　

プ
レ
ハ
ブ
住
宅
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格

認
定
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
認
定
講
習

会
及
び
認
定
審
査
、
更
新
講
習
会
及
び
認
定

審
査
並
び
に
２
回
目
以
降
更
新
申
請
の
認
定

審
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
管
理

シ
ス
テ
ム
の
運
用
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用
を
進
め
る
。
ま
た
、
更
新
講
習
会
の
運
営

方
法
及
び
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
ほ

か
、
資
格
認
定
事
業
全
体
の
制
度
の
今
後
の

新
た
な
運
営
方
針
策
定
に
向
け
検
討
を
進
め

る
。

(2)　

 

プ
レ
ハ
ブ
住
宅
業
界
に
お
け
る
住
宅
そ
の

も
の
の
質
や
営
業
担
当
者
の
業
務
の
質
の
向

上
を
目
指
し
、
そ
の
基
礎
資
料
作
成
の
た
め
、

「
信
頼
さ
れ
る
住
ま
い
づ
く
り
」
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
。

(3)  

会
員
企
業
社
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
顧
客

満
足
度
の
向
上
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
住
宅
産
業
Ｃ
Ｓ
大
会
を
10
月
に
開
催

す
る
。
ま
た
、
会
員
企
業
社
員
の
資
質
向
上

を
図
る
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
を
行
っ

た
上
で
、
プ
レ
ハ
ブ
建
築
品
質
向
上
講
習
会

を
11
月
と
12
月
に
開
催
す
る
。

７　

Ｐ
Ｃ
工
法
溶
接
資
格
認
定
委
員
会

(1)　

Ｐ
Ｃ
工
法
溶
接
工
事
の
品
質
向
上
に
資
す

る
た
め
、
Ｐ
Ｃ
工
法
溶
接
管
理
技
術
者
資
格

認
定
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
溶
接
管
理

技
術
者
の
資
格
更
新
講
習
会
及
び
試
験
を
実

施
す
る
。

(2)　
（
一
社
）
日
本
溶
接
協
会
と
協
力
し
て
行
う

Ｐ
Ｃ
工
法
溶
接
技
能
者
資
格
認
定
事
業
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
溶
接
技
能
者
資
格
認
定
の

講
習
会
及
び
試
験
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

既
資
格
認
定
者
に
対
す
る
資
格
の
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
（
継
続
）
及
び
再
評
価
（
更
新
）
を

実
施
す
る
。

(3)　

Ｐ
Ｃ
工
法
溶
接
資
格
認
定
事
業
全
体
に
つ

い
て
、
受
講
・
受
験
者
に
関
す
る
広
報
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、「
Ｐ
Ｃ
工
法
溶
接
技
能
者

の
資
格
認
証
基
準
」
に
よ
る
資
格
認
定
制
度

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

８　

瑕
疵
担
保
保
険
推
進
委
員
会

(1)　

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
に
基
づ
く
保
険
受

託
業
務
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

参
加
登
録
会
社
へ
の
設
計
施
工
基
準
の
普
及
、

特
定
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
団
体
検
査
員
に
対
す
る

監
査
等
を
実
施
す
る
。　

(2)　

特
定
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
団
体
検
査
員
の
新
規

登
録
講
習
会
及
び
更
新
講
習
会
を
開
催
す
る

ほ
か
、
団
体
検
査
員
講
習
会
テ
キ
ス
ト
の
改

定
を
行
う
。

(3)　

リ
フ
ォ
ー
ム
保
険
情
報
の
収
集
及
び
発
信

等
を
通
じ
て
団
体
参
加
会
社
数
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
提
携
保
険
法
人
と
の
連
携
強

化
に
よ
り
会
員
の
利
便
向
上
を
図
る
。

(4)　

そ
の
ほ
か
、
保
険
業
務
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
瑕
疵
担
保
保
険
情
報
の
提
供
、
保
険
契

約
申
込
み
の
円
滑
の
た
め
の
申
込
み
マ
ニ
ュ

ア
ル
改
定
等
を
実
施
す
る
。

９　

一
級
建
築
士
事
務
所

(1)　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
と
し
て
、
福

島
県
い
わ
き
市
か
ら
受
託
し
て
い
る
災
害
公

営
住
宅
の
設
計
・
工
事
監
理
業
務
を
引
き
続

き
実
施
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｃ
工
法
に
よ
る
復
興

住
宅
の
設
計
・
工
事
監
理
を
積
極
的
に
行
う
。

(2)　

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
か
ら
の
受
託
に
係

る
既
存
都
営
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
設
計
業
務
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
学
識
経
験
者
等
に
よ
る
耐
震
診
断
調
査

審
査
委
員
会
に
て
、
診
断
方
針
、
診
断
結
果

等
に
対
す
る
審
査
を
引
続
き
行
う
。

(3)　

一
級
建
築
士
事
務
所
の
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
改
定
し
、
一
級
建
築
士
事
務
所
の
業
務

の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、
プ
レ
ハ
ブ
建

築
・
住
宅
の
需
要
の
拡
大
に
努
め
る
。

(4)　

 

新
規
設
計
及
び
特
殊
な
建
物
に
つ
い
て
、

協
会
会
員
を
対
象
と
し
た
見
学
会
を
開
催
す

る
。

10　

各
支
部

(1)　

北
海
道
、
中
部
、
関
西
及
び
九
州
の
各
支

部
に
お
い
て
、
地
域
の
建
築
・
住
宅
関
連
団

体
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
環
境
に
や

さ
し
い
点
な
ど
プ
レ
ハ
ブ
建
築
・
住
宅
の
特

性
や
優
位
性
を
各
方
面
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ

の
普
及
に
努
め
る
。

(2)　

プ
レ
ハ
ブ
技
術
の
発
展
・
継
承
や
健
全
な

建
築
・
住
宅
市
場
の
形
成
と
い
う
観
点
に
立
っ

て
、
公
共
事
業
発
注
主
体
へ
の
要
望
活
動
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治

体
が
行
う
建
築
・
住
宅
・
不
動
産
関
連
の
イ

ベ
ン
ト
、
研
修
会
等
に
積
極
的
に
参
加
協
力

す
る
。

(3)　

関
西
支
部
に
お
い
て
は
、
平
成
26
年
度
に

支
部
設
立
50
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
記
念
事

業
の
実
施
を
検
討
す
る
。

11　

そ
の
他

(1)　

平
成
26
年
５
月
に
理
事
会
及
び
総
会
、
平

成
27
年
３
月
に
理
事
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、

平
成
27
年
１
月
に
は
、
関
係
行
政
機
関
、
関

係
団
体
等
を
招
い
て
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
を

開
催
す
る
。

(2)　

住
生
活
月
間
に
積
極
的
に
協
力
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
関
係
団
体
と
の
密
接
な
連

絡
・
連
携
を
図
る
。

平成 26年度　事業計画③
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総
会
後
、
会
長
・
部
会
長
等
が
出
席
し
て
、

集
ま
っ
た
報
道
関
係
者
18
社
28
名
に
対
し
、

記
者
会
見
を
行
っ
た
。

　

和
田
会
長
は
、
最
近
の
景
況
感
と
し
て
、

「
昨
年
10
月
の
消
費
税
増
税
に
伴
う
反
動
減

の
影
響
に
つ
い
て
は
３
カ
月
程
で
収
拾
す
る

と
思
っ
て
い
た
が
、
今
年
４
月
の
増
税
実
施

で
さ
ら
に
落
ち
込
み
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
展
示
場
来
場
者
が
２
割
か
ら
３
割
減
少

し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
大
変
苦
し
い
状
況
。

反
動
が
長
引
く
の
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
述
べ
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
10
％
へ
の
消
費
税
増
税
に
対
応
し
て
、
軽
減

税
率
の
適
用
な
ど
負
荷
軽
減
措
置
を
行
う
、

生
前
贈
与
で
１
６
０
０
兆
円
の
金
融
資
産
を

若
年
層
の
住
宅
資
金
へ
と
回
す
等
、
内
需
の

柱
で
あ
る
住
宅
の
景
気
回
復
が
腰
折
れ
し
な

い
よ
う
な
対
策
を
要
望
し
て
い
く
」
と
し
た
。

　

合
田
専
務
理
事
は
、
新
任
の
挨
拶
と
し
て
、

「
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
の
会
員
会
社
は
、
住
宅

業
界
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

が
多
く
、
ま
さ
に
日
本
経
済
を
支
え
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
の
復
旧
・
復

興
に
お
け
る
住
宅
の
確
保
等
に
つ
い
て
も
、

日
本
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
協
会
を
支
え
る
立
場
と
し
て
、

国
の
政
策
と
の
対
応
や
要
望
、
地
球
環
境
の

問
題
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
、
人
材
育
成

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
中
で
、
会
長

や
関
係
各
社
と
共
に
一
生
懸
命
努
め
て
い
き

た
い
。」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
各
部
会
の
事
業
方
針
と
し
て
、

各
部
会
長
よ
り
発
表
を
行
っ
た
。

　

八
田
Ｐ
Ｃ
建
築
部
会
長
は
、「
建
設
業
者

不
足
、
原
材
料
・
資
器
材
不
足
が
深
刻
化
す

る
中
で
、
本
部
会
で
は
長
年
蓄
積
さ
れ
た
工

業
化
技
術
の
長
所
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｃ

部
材
品
質
認
定
事
業
、
Ｐ
Ｃ
構
造
審
査
事
業
、

Ｐ
Ｃ
工
法
施
工
管
理
技
術
者
資
格
認
定
事
業

の
３
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。
ま
た
、

災
害
対
策
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
と
し
て
、

復
興
推
進
特
別
委
員
会
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
技
術
の

提
案
、
一
級
建
築
士
事
務
所
に
よ
る
災
害
公

営
住
宅
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

藤
井
住
宅
部
会
長
は
、「
環
境
対
策
と
し

て
、
環
境
行
動
計
画
『
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

２
０
２
０
』
の
進
捗
状
況
は
２
０
１
２
年
度
実

績
も
目
標
に
対
し
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

会
員
会
社
の
努
力
で
着
実
に
顧
客
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
省
エ
ネ
住
宅
や

Ｚ
Ｅ
Ｈ
等
を
、
今
後
も
強
力
に
推
進
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
で
は
、

現
在
国
が
様
々
な
法
整
備
を
進
め
て
い
る
動

き
を
受
け
て
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
分
科
会
の
活

動
を
強
化
し
、
優
良
ス
ト
ッ
ク
住
宅
を
含
め

た
取
組
み
を
推
し
進
め
る
」
と
述
べ
た
。

　

須
藤
規
格
建
築
部
会
長
は
、
新
任
の
挨
拶

と
し
て
、「
部
会
の
会
員
会
社
と
ベ
ク
ト
ル

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と

述
べ
、
部
会
の
方
針
に
つ
い
て
は
、「
活
動

の
詳
細
は
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
特
別
号
を
一
度
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。
一
国
民
と
し
て
は
、
災
害
が

起
こ
ら
な
い
こ
と
が
一
番
の
祈
り
。
万
一
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
対
応
を
、
い
か
に
迅

速
に
行
っ
て
い
く
か
。
こ
れ
こ
そ
が
本
部
会

の
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
方
針

に
則
っ
て
、
今
後
も
災
害
対
策
に
努
め
て
い

き
た
い
。」
と
し
た
。

記
者
発
表

記者発表
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理
事
会
開
催

◆
３
月
理
事
会

　

３
月
17
日
12
時
よ
り
、
如
水
会
館
（
東
京

都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
理
事
会
を
開
催
し

た
。

　

会
長
よ
り
、
職
務
執
行
状
況
報
告
を
兼
ね

た
挨
拶
の
の
ち
、
左
記
事
項
を
審
議
・
決
定

し
た
。

記

【
審
議
事
項
】

　
〈
第
一
号
議
案
〉　

平
成
26
年
度
事
業
計
画

書
に
関
す
る
件

　

事
業
計
画
の
「
Ⅱ　

具
体
的
な
活
動
計
画
」

の
「
１　

提
言
、
要
望
等
」
の
(1)
部
分
の
記

載
に
つ
い
て
は
、
よ
り
具
体
的
な
文
言
を
追

加
す
る
こ
と
と
し
、
承
認
し
た
。

　
〈
第
二
号
議
案
〉　

平
成
26
年
度
収
支
予
算

書
に
関
す
る
件

　

収
支
予
算
書
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り

承
認
し
た
。

　
〈
第
三
号
議
案
〉　

規
則
の
改
正
等
に
関
す

る
件

　

次
の
協
会
規
則
の
一
部
改
正
及
び
育
児
・

介
護
休
業
等
規
則
の
制
定
を
諮
り
、
原
案
の

と
お
り
承
認
し
た
。

　

１
．
定
款
細
則

　

２
．
支
部
規
則

　

３
．
部
会
規
則

　

４
．
委
員
会
規
則

　

５
．
一
級
建
築
士
事
務
所
㈳
プ
レ
ハ
ブ
建

　
　
　

築
協
会
規
則

　

６
．
事
務
分
掌
規
程

　

７
．
会
計
処
理
規
程

　

８
．
就
業
規
則

　

９
．
給
与
規
程

【
報
告
事
項
】

　

専
務
理
事
よ
り
、
平
成
25
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
26
年
２
月
28
日
の
間
の
職
務
執
行
状

況
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ
た
。

以　

上

◆
５
月
理
事
会

　

5
月
16
日
12
時
よ
り
、
如
水
会
館
（
東
京

都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
理
事
会
を
開
催
し

た
。

　

会
長
よ
り
、
職
務
執
行
状
況
報
告
を
兼
ね

た
挨
拶
の
の
ち
、
左
記
事
項
を
審
議
・
決
定

し
た
。

記

【
審
議
事
項
】

　
〈
第
１
号
議
案
〉　

平
成
25
年
度
事
業
報
告

に
関
す
る
件

　

事
業
報
告
に
つ
い
て
、
監
事
よ
り
適
正
な

表
示
で
あ
る
旨
の
監
査
報
告
を
受
け
、
原
案

の
と
お
り
承
認
し
た
。

　
〈
第
２
号
議
案
〉　

平
成
25
年
度
決
算
に
関

す
る
件

　

決
算
に
つ
い
て
、
監
事
よ
り
適
正
な
表
示

で
あ
る
旨
の
監
査
報
告
を
受
け
、
原
案
の
と

お
り
承
認
し
た
。

　
〈
第
３
号
議
案
〉　

公
益
目
的
支
出
計
画
実

施
報
告
書
に
関
す
る
件

　

公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
に
つ
い

て
、
監
事
よ
り
適
正
な
表
示
で
あ
る
旨
の
監

査
報
告
を
受
け
、
原
案
の
と
お
り
承
認
し
た
。

　
〈
第
４
号
議
案
〉　

会
員
入
会
承
認
に
関
す

る
件

　

ア
サ
ヒ
グ
ロ
ー
バ
ル
株
式
会
社
か
ら
賛
助

会
員
へ
の
入
会
の
申
込
み
が
あ
っ
た
の
で
、

定
款
第
６
条
の
規
定
に
よ
り
会
員
入
会
の
承

認
を
諮
り
、
承
認
し
た
。

　
〈
第
５
号
議
案
〉　

通
常
総
会
に
関
す
る
件

　

第
２
回
通
常
総
会
に
関
す
る
付
議
事
項
に

つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
承
認
し
た
。

【
報
告
事
項
】

　

専
務
理
事
よ
り
、
職
務
執
行
状
況
報
告
、

■会員入会（平成 26 年５月 16 日承認）

・賛助会員

会社名 代表者 本社所在地

アサヒグローバル株式会社 代表取締役　久保川 議道 〒510-0834 　三重県四日市市ときわ 1丁目 2-18

会
員
種
別
の
変
更
、
正
会
員
指
定
代
表
者
一

覧
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ
た
。

以　

上

理事会開催
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Ｐ
Ｃ
建
築
部
会
で
は
、
Ｐ
Ｃ
部
材
を
使
用

し
て
工
業
化
を
高
め
た
建
築
物
、
す
な
わ
ち

Ｐ
Ｃ
建
築
の
普
及
促
進
に
向
け
て
各
種
活
動

を
実
施
し
て
い
る
が
、
以
下
に
か
い
つ
ま
ん

で
紹
介
す
る
。

1　

事
業

　

事
業
と
し
て
、
Ｐ
Ｃ
部
材
品
質
認
定
、
Ｐ

Ｃ
構
造
審
査
、
Ｐ
Ｃ
工
法
施
工
・
Ｐ
Ｃ
部
材

製
造
管
理
技
術
者
資
格
認
定
の
３
事
業
に
つ

い
て
継
続
実
施
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｃ
部
材
品
質
認
定
事
業
に
つ
い
て
、
昨

年
度
は
、
認
定
規
程
に
基
づ
き
す
べ
て
の
認

定
工
場
に
対
し
て
３
年
に
一
度
の
定
期
審
査

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
規
工
場
の
認
定

審
査
も
実
施
し
た
。
本
年
４
月
１
日
現
在
の

認
定
工
場
数
は
国
内
Ｎ
認
定
57
工
場
、
国
外

Ｎ
認
定
３
工
場
、
Ｈ
認
定
17
工
場
で
あ
る
。

本
年
度
は
、
新
規
工
場
の
認
定
審
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
認
定
工
場
に
対
す
る
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
も
実
施
す
る
。

　

Ｐ
Ｃ
構
造
審
査
事
業
に
つ
い
て
、
昨
年
度

の
審
査
案
件
は
３
件
（
15
棟
・
２
７
０
戸
）

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
建
築
学
会
、
一
級

建
築
士
事
務
所
、
総
合
技
術
委
員
会
、
復
興

推
進
特
別
委
員
会
へ
の
支
援
活
動
も
実
施
し

た
。
本
年
度
も
Ｐ
Ｃ
建
築
の
設
計
の
的
確
性

に
つ
い
て
引
き
続
き
審
査
を
実
施
す
る
。

　

Ｐ
Ｃ
工
法
施
工
管
理
技
術
者
資
格
認
定
事

業
に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
更
新
講
習
会
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
新
規
申
請
者
の
講
習
・

試
験
を
実
施
し
た
。
本
年
度
は
Ｐ
Ｃ
部
材

製
造
管
理
技
術
者
資
格
認
定
に
つ
い
て
、
認

定
実
施
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
を
実
施
す

る
。

２　

技
術
の
研
鑽

　

技
術
の
研
鑽
と
し
て
、
部
会
で
ま
と
め
た

研
究
成
果
に
つ
い
て
関
係
事
業
主
体
に
対

し
、
需
要
開
発
に
向
け
た
活
動
を
引
続
き

行
っ
た
。
昨
年
度
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
10
の
改
定

に
対
応
す
る
べ
く
、
Ｐ
Ｃ
建
築
部
会
か
ら

発
行
さ
れ
て
い
る
書
籍
「
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
施
工
技
術
指
針
」

２
０
１
４
年
版
を
刊
行
し
た
。
本
年
度
は
、

Ｐ
Ｃ
部
材
の
製
造
管
理
に
関
す
る
技
術
指
針

の
刊
行
に
向
け
て
編
集
作
業
を
実
施
す
る
。

３　

技
術
支
援

　

技
術
支
援
と
し
て
、
昨
年
度
は
引
き
続
き

日
本
建
築
学
会
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
な
ど
が
取

り
組
む
工
業
化
の
テ
ー
マ
に
関
し
、
積
極
的

に
参
加
し
支
援
活
動
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

中
国
、
ロ
シ
ア
ほ
か
に
お
け
る
工
業
化
工
法

の
普
及
・
展
開
に
向
け
た
活
動
へ
の
支
援
を

実
施
し
た
。

　

一
級
建
築
士
事
務
所
（
一
社
）
プ
レ
ハ
ブ

建
築
協
会
で
対
応
す
る
耐
震
診
断
調
査
業
務

等
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
全
面
的
に
支
援

し
て
い
る
。
特
に
昨
年
度
は
災
害
公
営
住
宅

の
設
計
・
工
事
監
理
お
よ
び
各
種
検
討
作
業

に
支
援
を
行
っ
た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
支

援
を
実
施
す
る
。

４　

広
報

　

広
報
活
動
と
し
て
、
昨
年
度
は
部
会
誌

「EN
GIN
EERIN

G　

IN
FO
RM
ATIO

N

」

を

発
刊
す
る
と
と
も
に
、
協
会
誌
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
編

集
に
参
画
し
た
。

主
な
活
動　

Ｐ
Ｃ
建
築
部
会

主な活動　PC建築部会／住宅部会①

主
な
活
動　

住
宅
部
会

　

平
成
25
年
度
は
、「
住
生
活
向
上
推
進
プ

ラ
ン
（
改
訂
版
）」
を
活
動
の
指
針
と
し
て
、

各
委
員
会
・
分
科
会
の
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
た
。
ま
た
各
委
員
会
、
分
科
会
に
関
連

す
る
共
通
課
題
に
つ
い
て
は
、
横
の
連
携
を

図
り
、
活
動
の
質
の
向
上
に
努
め
た
。
特
に
、

住
宅
部
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
訂
に
つ
い

て
は
、
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
で
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
、
方
向
性
を
打
ち
出
し
、
各
委
員
会
、

分
科
会
と
連
携
の
上
、大
幅
な
改
訂
を
行
っ
た
。

　

８
月
に
は
、
夏
季
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
、

「
今
後
の
住
宅
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
学
識

経
験
者
を
講
師
に
招
き
、
会
員
相
互
の
研
鑚

と
情
報
共
有
の
機
会
を
提
供
し
た
。

　

平
成
26
年
３
月
に
は
、
報
道
関
係
者
懇
談

会
に
て
、
住
宅
部
会
の
活
動
内
容
を
積
極
的

に
開
示
す
る
な
ど
、
工
業
化
住
宅
の
優
れ
た

先
導
性
を
普
及
・
推
進
し
て
い
く
努
力
を

行
っ
た
。

　

環
境
分
野
で
は
、
環
境
行
動
計
画
「
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
０
」
の
活
動
を
通
じ
て

温
暖
化
・
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
の
推
進
な
ど
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
た
。

　

ス
ト
ッ
ク
分
野
で
は
具
体
的
な
活
動
指
針

を
盛
り
込
ん
だ
「
住
生
活
向
上
推
進
プ
ラ
ン

（
改
訂
版
）」
を
指
針
と
し
て
、
活
動
を
積
極

的
に
展
開
し
た
。

　

ま
た
、
法
制
度
や
技
術
基
準
対
応
に
つ
い

て
は
、
関
係
行
政
機
関
や
関
係
団
体
と
の
密

接
な
情
報
交
換
に
努
め
、
直
面
す
る
課
題
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
各
社
の
事
業
活

動
の
推
進
に
貢
献
し
た
。
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主な活動　住宅部会②

１　

Ｃ
Ｓ
に
関
す
る
活
動

　

平
成
27
年
度
に
向
け
た
「
Ｃ
Ｓ
／
品
質
中

期
計
画
」
を
策
定
。
特
に
、
更
な
る
工
業
化

住
宅
の
強
み
訴
求
を
前
提
に
、
お
客
様
が
期

待
す
る
項
目
や
各
業
務
別
の
目
標
等
を
明
確

に
し
た
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
目
標
に
対
す

る
達
成
状
況
の
評
価
基
準
を
整
備
し
、
会
員

各
社
で
平
成
25
年
度
末
の
達
成
状
況
を
確

認
、
課
題
の
共
有
化
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
会
員
各
社
の
優
れ
た
Ｃ
Ｓ
／
品
質

向
上
の
事
例
紹
介
に
よ
る
水
平
展
開
を
行
っ

た
。
取
組
み
事
例
の
発
表
や
現
場
確
認
を
通

じ
て
、
優
れ
た
Ｃ
Ｓ
／
品
質
事
例
の
共
有
化

を
図
り
、
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
げ
た
。

2　

技
術
に
関
す
る
活
動

　

建
築
基
準
法
等
関
連
で
は
、
国
土
交
通
省

等
に
対
し
、
建
築
基
準
法
及
び
関
係
法
令
に

関
す
る
見
直
し
・
運
用
改
善
の
要
望
並
び
に

品
確
法
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
、
長
期
優
良

住
宅
等
に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。
国
土
交

通
省
や
経
済
産
業
省
の
担
当
部
署
と
補
助
事

業
な
ど
密
接
な
意
見
交
換
、
改
善
要
望
等
を

行
い
、会
員
の
円
滑
な
事
業
活
動
に
貢
献
し
た
。

　

木
質
系
技
術
Ｗ
Ｇ
で
は
、
木
質
系
工
業
化

住
宅
（
木
質
接
着
複
合
パ
ネ
ル
を
用
い
た
住

宅
）
の
構
造
設
計
の
合
理
化
を
図
り
、
許
容

応
力
度
計
算
（
ル
ー
ト
１
）
を
適
用
可
能
と

す
る
た
め
、
技
術
基
準
（
平
成
13
年
国
土
交

通
省
告
示
第
１
５
４
０
号
）
の
改
正
検
討
を

行
っ
た
。

　

鉄
鋼
系
技
術
Ｗ
Ｇ
で
は
、、
平
成
25
年
12
月

に
設
置
さ
れ
た
、
日
本
鋼
構
造
協
会
の
建
築

用
タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
取
付
け
ボ
ル
ト
に
関
す

る
委
員
会
に
、
委
員
参
画
し
た
。

　

低
層
コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
技
術
Ｗ
Ｇ
・
リ
ブ

コ
ン
量
産
公
営
Ｗ
Ｇ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
実

施
し
た
中
性
化
実
態
調
査
や
促
進
中
性
化
試

験
・
透
気
試
験
等
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
従

来
よ
り
も
精
度
の
高
い
中
性
化
速
度
予
測
式

の
検
討
を
進
め
、
更
に
Ｐ
Ｃ
パ
ネ
ル
の
推
定

耐
用
年
数
の
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
更
新
す

る
必
要
の
あ
っ
た
長
期
優
良
住
宅
認
定
に
対

応
す
る
耐
久
性
能
評
定
（
劣
化
対
策
等
級
３

超
え
）
を
平
成
26
年
１
月
に
日
本
建
築
セ
ン

タ
ー
に
て
再
取
得
し
た
。

３　

環
境
に
関
す
る
活
動

　

10
月
に
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
０
」

平
成
24
年
度
実
績
を
公
表
。
新
築
戸
建
住
宅

に
お
け
る
居
住
段
階
の
ネ
ッ
ト
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
は
、平
成
22
年
比
14
・
２
％
減
を
達
成
し
た
。

　

12
月
に
は
「
環
境
技
術
を
強
み
に
」
を
テ
ー

マ
に
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
住
宅

各
社
の
環
境
技
術
に
関
す
る
取
り
組
み
事
例

を
発
表
し
た
。
住
宅
各
社
を
は
じ
め
住
設
・

建
材
関
連
各
社
よ
り
合
計
１
８
８
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。

４　

公
的
住
宅
に
関
す
る
活
動

　

会
員
各
社
の
経
験
・
実
績
を
生
か
し
、
環

境
配
慮
や
住
み
継
が
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
自
治
体
等
の
住
宅
地
作
り
に
協
力
し

た
。
日
本
型
Ｈ
Ｏ
Ａ
推
進
協
議
会
の
講
習
会

に
積
極
的
に
協
力
し
、
会
員
各
社
よ
り
多
数

参
加
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
主
体
の
住
宅
地
管
理
モ
デ
ル

研
究
と
し
て
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
社
会
の

ス
マ
ー
ト
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
テ
ー
マ

に
「
す
ま
い
と
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
た
。

５　

労
務
安
全
に
関
す
る
活
動

「
労
働
災
害
調
査
報
告
書
」
を
作
成
。
６
月
に

四
日
市
地
区
、
12
月
に
甲
府
地
区
に
て
現
場

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。

６　

住
宅
ス
ト
ッ
ク
に
関
す
る
活
動

　
「
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
の
供
給
業
務
管
理
規
準

（
リ
フ
ォ
ー
ム
編
）」
の 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
、
項
目
毎
に
自
社
の
事
例
発
表
（
毎
月
２

社
）
を
実
施
し
た
。
そ
の
事
例
発
表
を
踏
ま

え
、「
供
給
業
務
管
理
規
準
（
リ
フ
ォ
ー
ム

編
）」
の
「
規
準
の
見
直
し
」
を
行
い
、
本
格

運
用
（
各
社
の
規
準
へ
の
対
応
レ
ベ
ル
把
握
）

を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
品
質
向
上
講
習
会
を
開
催
し
、
会

員
各
社
の
情
報
交
換
を
実
施
し
た
。

７　

低
層
集
合
住
宅
に
関
す
る
活
動

　

各
社
の
最
新
物
件
の
中
か
ら
各
社
２
物

件
・
計
20
物
件
を
選
定
し
、
施
工
事
例
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
協
議
、
６
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
設
け
て
該
当
物
件
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
た
。

８　

広
報
に
関
す
る
活
動

　

12
月
に
、
経
済
産
業
省
住
宅
産
業
窯
業
建

材
課
４
名
を
、「
流
山
お
お
た
か
の
森
」
に
案

内
し
、
住
宅
生
産
振
興
財
団
お
よ
び
団
地
参

画
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
７
社
が
協
力
し
て
、
建

築
途
中
の
物
件
の
説
明
を
行
っ
た
。

　

平
成
26
年
３
月
に
は
、
報
道
関
係
者
懇
談

会
を
実
施
。
報
道
関
係
者
27
名
、
住
宅
部
会

28
名
、
協
会
12
名
、
計
67
名
の
出
席
の
も
と
、

住
宅
部
会
の
活
動
紹
介
と
活
発
な
質
疑
に
よ

り
、協
会
活
動
の
理
解
促
進
と
懇
親
を
図
っ
た
。

9　

展
示
場
運
営
に
関
す
る
活
動

　

桜
上
水
駅
前
住
宅
展
示
場
閉
鎖
に
伴
い
、

当
協
会
が
主
催
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
住
宅

展
示
場
に
関
す
る
活
動
内
容
を
報
告
書
（「
展

示
場
分
科
会
の
あ
ゆ
み
」）
と
し
て
ま
と
め

た
。

平
成
26
年
度
事
業
計
画 

　

地
球
全
体
の
省
エ
ネ
促
進
の
た
め
の
「
Ｚ

Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ

ス
）」、
高
齢
者
が
健
康
で
長
寿
を
全
う
で
き

る
「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
住
宅
」、
ス
ト
ッ

ク
需
要
の
倍
増
を
目
指
す
「
中
古
住
宅
・
リ

フ
ォ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
」
な
ど
の
住
宅

政
策
課
題
に
対
し
て
、
従
来
に
も
増
し
て
、

会
員
各
社
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
積
極
的

な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
業
界
の
先
導

役
と
し
て
、
安
心
、
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現

に
貢
献
で
き
る
よ
う
取
組
む
。
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１　

規
格
広
報
に
関
す
る
事
業

(1)　

応
急
仮
設
住
宅
に
関
す
る
資
材
、
器
材

の
供
給
能
力
調
査
を
関
連
工
業
会
等
に
対

し
実
施
し
た
。

(2)　

応
急
仮
設
住
宅
建
設
机
上
訓
練

　

平
成
26
年
２
月
27
日
、
災
害
時
の
応
急

仮
設
住
宅
の
建
設
を
想
定
し
、
部
会
会
員

13
社
参
加
の
下
、
机
上
訓
練
を
実
施
し
た
。

２　

災
害
対
策
に
関
す
る
事
業

(1)　

応
急
仮
設
住
宅
等
の
供
給
体
制
整
備

①
「
応
急
仮
設
住
宅
建
設
関
連
資
料
集
」

（
25
年
度
版
）
を
刊
行
し
、会
員
及
び
「
災

害
時
に
お
け
る
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
全

都
道
府
県
に
送
付
し
た
。

②
「
応
急
仮
設
住
宅
・
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
改
訂
（
第
４
版
）
し
、
平
成
26
年
３

月
30
日
発
行
し
た
。

③
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
仮
設
住
宅
の

建
設
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
岡

山
県
、
福
岡
県
及
び
熊
本
県
の
3
自
治

体
を
訪
問
し
、
災
害
時
に
お
け
る
相
互

の
役
割
、
建
設
用
地
の
確
保
の
状
況
及

び
情
報
連
絡
に
関
す
る
説
明
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

(2)　

地
方
自
治
体
が
主
催
す
る
図
上
訓
練

訓
・
研
修
等
へ
の
参
加

①
愛
知
県
（
豊
川
市
）、
埼
玉
県
（
さ
い
た

ま
市
）、静
岡
県(

静
岡
市)

、千
葉
県(

千

葉
市)

、神
奈
川
県(

横
浜
市)

の
各
訓
練
・

研
修
に
参
加
し
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建

設
に
関
す
る
講
演
と
、
同
仮
設
住
宅
建

設
候
補
地
の
選
定
及
び
住
棟
配
置
図
の

作
成
等
へ
の
助
言
・
支
援
を
行
っ
た
。

②
茨
城
県
、
茨
城
県
、
静
岡
県
、
鳥
取
県
、

徳
島
県
及
び
大
阪
府
と
災
害
時
に
お
け

る
窓
口
等
の
確
認
並
び
に
応
急
仮
設
住

宅
の
建
設
の
要
請
等
支
援
要
請
等
の
情

報(

伝
達)

訓
練
を
実
施
し
た
。

(3)　

応
急
仮
設
住
宅
の
建
設

①
平
成
25
年
7
月
28
日
の
山
口
県
大
雨
災

害
に
よ
る
被
災
者
の
た
め
の
応
急
仮
設

住
宅
を
、
山
口
県
萩
市
に
40
戸
建
設
し

た
。

②
平
成
25
年
10
月
7
日
に
鹿
児
島
県
与
論

町
を
襲
っ
た
台
風
24
号
災
害
に
よ
る
被

災
者
の
た
め
の
応
急
仮
設
住
宅
を
、
与

論
町
に
25
戸
建
設
し
た
。

③
平
成
25
年
10
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け

て
東
京
都
大
島
町
を
襲
っ
た
台
風
26
号

災
害
に
よ
る
被
災
者
の
た
め
の
応
急
仮

設
住
宅
を
、
大
島
町
に
46
戸
建
設
し
た
。

(4)　

応
急
仮
設
住
宅
の
維
持
管
理
・
解
体

①
九
州
北
部
豪
雨
（
平
成
24
年
7
月
12
日
）

の
被
災
者
用
に
建
設
し
た
応
急
仮
設
住

宅
（
福
岡
県
八
女
市
）
25
戸
の
一
年
点

検
を
実
施
し
た
。

②
平
成
23
年
台
風
12
号
（
平
成
23
年
9
月

2
日
）
水
害
に
よ
る
被
災
者
用
に
建
設

し
た
応
急
仮
設
住
宅
（
和
歌
山
県
）
44

戸
の
解
体
・
確
認
を
行
っ
た
。

(5)　

特
別
仕
様
応
急
仮
設
住
宅
の
検
討

　

特
別
仕
様(

長
期
使
用)

（
平
面
プ
ラ
ン
、

基
礎
（
木
杭
）、配
置
な
ど
）
を
検
討
し
た
。

３　

ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
に
関
す
る
事
業

(1)　

地
方
自
治
体
の
防
災
訓
練
等
へ
の
参
加

①
福
岡
県
（
大
牟
田
市
）、
愛
知
県(

豊
川

市)

、
静
岡
県
（
富
士
宮
市
）、
島
根
県

（
隠
岐
の
島
町
）、九
都
県
市
（
銚
子
市
）、

長
野
県
（
諏
訪
市
）
及
び
東
京
都(

あ

き
る
野
市)

の
各
訓
練
へ
参
加
し
、
災

害
対
策
業
務
等
の
資
料
を
配
付
す
る
と

と
も
に
、仮
設
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
、同
模
型
、

写
真
パ
ネ
ル
等
の
展
示
を
行
っ
た
。

②
春
日
井
市
、
豊
橋
市
及
び
墨
田
区
の
訓

練
に
あ
っ
て
は
、
応
急
仮
設
住
宅
模
型

及
び
写
真
パ
ネ
ル
等
の
展
示
の
み
の
参

加
を
実
施
し
た
。

(2)　

２
階
建
て
応
急
仮
設
住
宅
の
検
討

　

２
階
建
て
応
急
仮
設
住
宅
に
関
す
る
平

面
プ
ラ
ン
、
配
置
戸
数
及
び
生
産
・
供
給

能
力
等
を
検
討
し
た
。

４　

技
術
開
発
に
関
す
る
事
業

(1) 　

リ
ユ
ー
ス
鉄
骨
部
材
運
用
責
任
者
任
命

の
た
め
の
講
習
会
を
会
員
会
社
8
社
12
名

の
参
加
を
も
っ
て
実
施
し
た
。

(2)　

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
環
境
問
題
に
係
る
勉
強
会
（
講
演
会
）

を
9
回
実
施
し
た
。

平
成
26
年
度
事
業
計
画

(1)　

規
格
建
築
（
軽
量
鉄
骨
）
及
び
ユ
ニ
ッ

ト
ハ
ウ
ス
市
場
調
査

(2)　

平
成
26
年
度
応
急
仮
設
住
宅
建
設
関
連

資
料
集
の
発
行

(3)　

The Stage of Life 

の
改
訂

(4)　

エ
リ
ア
別
（
気
候
地
域
特
性
）
応
急
仮

設
住
宅
の
検
討

(5)　

仮
設
団
地
の
調
査
・
研
究

(6)　

２
階
建
て
応
急
仮
設
住
宅
（
組
立
ハ
ウ

ス
）
の
検
討

(7)　

環
境
行
動
計
画
の
推
進

(8)　

規
格
建
築
（
軽
量
鉄
骨
）
に
お
け
る
建

築
基
準
法
の
確
認
申
請
に
係
る
課
題
検
討

(9)　

組
立
仮
設
建
築
物
の
構
造
設
計
標
準

(

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
３
３
０
４)

の
改
訂
検
討

(10)　

図
上
訓
練
の
実
施
、
自
治
体
の
防
災
訓

練
・
机
上
訓
練
等
へ
の
参
加

(11)　

応
急
仮
設
住
宅
の
維
持
管
理
・
解
体

主
な
活
動　

規
格
建
築
部
会

主な活動　規格建築部会
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１　

プ
レ
ハ
ブ
住
宅
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資

　
　

格
認
定
事
業

⑴　

新
規
講
習
会

平
成
25
年
度
は
、
新
規
講
習
会
を
11
月

か
ら
12
月
に
10
会
場
で
開
催
し
た
。
新
規

登
録
者
数
は
、
４
８
９
名
と
な
り
、
そ

の
結
果
、
資
格
認
定
事
業
開
始
以
来
の

累
積
登
録
者
総
数
は
、
３
万
人
を
超
え
、

３
万
３
０
３
名
と
な
っ
た
。

⑵　

資
格
更
新

①
資
格
登
録
５
年
目
の
対
象
者
に
対
し
、

更
新
講
習
会
を
９
会
場
で
開
催
し
、
受

講
者
３
９
５
名
を
更
新
登
録
し
た
。

②
更
新
（
２
回
目
）
は
対
象
者 

８
０
７
名

の
内
、
３
７
８
名
が
更
新
し
た
。

③
更
新
（
３
回
目
）
は
対
象
者
４
７
５
名

の
内
、
２
８
９
名
が
更
新
し
た
。

④
更
新
（
４
回
目
）
は
対
象
者
３
７
９
名

の
内
、
２
２
６
名
が
更
新
し
た
。

５
年
毎
の
更
新
手
続
き
を
経
た
有
効
登

録
者
数
は
、
１
万
８
１
２
名
と
な
っ
て
い

る
。 

２　

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

平
成
25
年
度
に
教
育
委
員
会
企
業
10
社
の

戸
建
住
宅
に
入
居
し
た
１
０
０
０
名
を
対
象

に
「
信
頼
さ
れ
る
住
ま
い
づ
く
り
」
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
営
業
担
当
者
に
対
す
る
総

合
評
価
は
５
段
階
中
﹇
満
足
﹈
が
83
％
で
、

４
年
連
続
80
％
台
と
高
い
レ
ベ
ル
を
維
持
で

き
て
い
る
。

３　

住
宅
産
業
Ｃ
Ｓ
大
会

　

住
宅
産
業
Ｃ
Ｓ
大
会
は
、
10
月
４
日
に
国

立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
し
た
。
会
員
企
業
４
社
が
事
例

発
表
、
特
別
講
演
を
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
事
業
統
括
部
長
風
間
淳
氏
が
行
っ

た
。
２
７
４
名
満
席
の
参
加
と
な
り
、
盛
況

裡
に
終
了
し
た
。

４　

プ
レ
ハ
ブ
建
築
品
質
向
上
講
習
会

　

プ
レ
ハ
ブ
建
築
品
質
向
上
講
習
会
（
第
13

回
）
を
、
東
京
及
び
大
阪
で
開
催
し
た
。
合

計
３
３
６
名
が
参
加
、
生
産
・
設
計
・
施
工
・

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
５
部

門
に
分
か
れ
て
の
活
発
な
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

主
な
活
動　

教
育
委
員
会

主
な
活
動　

瑕
疵
担
保
保
険
推
進
委
員
会

１　

瑕
疵
担
保
保
険
実
施
委
員
会
の
活
動

(1)　

戸
建
住
宅
で
は
、
新
た
に
６
社
の
住
宅

瑕
疵
担
保
責
任
保
険
（
以
下
、「
責
任
保
険
」

と
い
う
。）
団
体
参
加
会
員
を
拡
大
し
た
結

果
、
責
任
保
険
の
取
次
件
数
は
対
前
年
比

３
６
９
戸
増
と
な
っ
た
。

(2)　

住
宅
保
証
機
構
㈱
（
以
下
「
機
構
」
と

い
う
。）
の
保
険
業
務
運
用
の
変
更
等
に
伴

い
、
機
構
版
の
特
定
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
等
取

扱
規
程
類
の
改
定
を
行
う
と
と
も
に
団
体

参
加
各
事
業
者
へ
の
周
知
を
図
っ
た
。

２　

特
定
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
品
質
委
員
会
の
活
動

(1)　

機
構
に
登
録
し
た
団
体
検
査
員
の
内
、

５
社
19
名
を
対
象
に
、
主
任
検
査
員
に
よ

る
監
査
を
実
施
し
、
監
査
結
果
に
つ
い
て

適
正
と
認
め
る
監
査
報
告
書
を
作
成
し
、

実
施
委
員
会
に
提
出
し
た
。

(2)　

機
構
の
特
定
団
体
検
査
運
用
ル
ー
ル
変

更
に
伴
い
、「
ま
も
り
す
ま
い
保
険 

特
定

団
体
自
主
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
改
定
を

行
い
、
主
任
検
査
員
よ
り
各
団
体
検
査
員

に
対
し
適
切
な
業
務
推
進
の
指
導
を
行
っ

た
。

３　

特
定
団
体
検
査
員
の
養
成

　

 

「
特
定
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
検
査
員
規
則
」
に

基
づ
き
、
６
回
の
新
規
登
録
講
習
会
を
実

施
し
８
５
名
の
団
体
検
査
員
を
新
規
登
録
し

た
。
ま
た
、
１
回
の
登
録
更
新
講
習
会
に
よ

り
団
体
検
査
員
６
名
の
登
録
を
更
新
し
た
。

４　

広
報
活
動

  

瑕
疵
担
保
保
険
に
関
連
す
る
情
報
等
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
発
信
す
る
た
め
に
、「
瑕
疵
担
保

保
険
事
業
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、『
保
険
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
』
を
定

期
的
に
掲
載
し
た
。

５　

瑕
疵
担
保
責
任
保
険
の
取
次
実
績

　

平
成
25
年
４
月
よ
り
平
成
26
年
３
月
ま

で
の
団
体
保
険
取
次
戸
数
実
績
は
、
戸
建

住
宅
１
７
８
５
戸
、
小
規
模
共
同
住
宅
等

１
４
０
戸
、
及
び
共
同
住
宅
８
７
９
戸
の
計

２
８
０
４
戸
を
登
録
し
た
（
前
年
比
８
６
２

戸
増
・
伸
長
率
44
％
）。

主な活動　教育委員会／瑕疵担保保険推進委員会
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TOPICS　PC 部材品質認定事業委員会

　ＰＣ部材品質認定制度に基づき６０工場を認定
　ＰＣ建築部会では、良質な品質を備えたＰＣ部材の供給を行う上で、一定の基準による評価を統一的に行う必要があるとの
認識から、自主的な「ＰＣ部材品質認定制度」を平成元年より発足させ、ＰＣ部材の性能・品質を維持するとともにＰＣ工法
の普及を図っています。
　この度、ＰＣ部材の「ＰＣ部材品質認定制度」に基づき、ＰＣ部材の設計基準強度 60N/㎜ 2以下を対象とするＮ認定の第
９回定期審査ならびに 60N/㎜ 2超 120N/㎜ 2以下を対象とするＨ認定の審査を行い、新たにＮ認定 43社 60 工場、Ｈ認定
14社 17工場が審査基準に適合したので認定書を交付しました。
　なお、審査は定期が３年毎、不定期審査は毎年１度としています。

支部 会社名・工場名 〒 所在地 認定区分

北海道
黒沢建設㈱ JPC 苫小牧製造所 053-0002 北海道苫小牧市晴海町４３－３ N
㈱三晄プレコンシステム 千歳工場 066-0077 北海道千歳市上長都３８２ N
ホッコン建材㈱ 石狩工場 061-3244 北海道石狩市新港南１－３３－２ N

関東

㈱旭ダンケ 板倉工場 374-0132 群馬県邑楽郡板倉町板倉２９７０ N
㈱旭ダンケ つくば工場 300-2645 茨城県つくば市上郷４２００
石川島建材工業㈱ 麻生工場 331-3832 茨城県行方市麻生３３４７－１ N
石川島建材工業㈱ 麻生工場第２製造部 331-3832 茨城県行方市麻生２７４４－３
石川島建材工業㈱ 静岡工場 427-0013 静岡県島田市御請９０
ＳＭＣコンクリート㈱ 関東工場 329-0432 栃木県下野市仁良川１７００ N･H
㈱エスシー・プレコン 本社工場 270-0122 千葉県流山市大畔４４０ N･H
㈱エム・テック 埼玉本庄工場 367-0038 埼玉県本庄市いまい台２－４７ N
大木建設㈱ PCテクノセンター美野里 319-0107 茨城県小美玉市小岩戸１８５５ N･H
岡村建興㈱ 本庄工場 367-0108 埼玉県児玉郡美里町下児玉１０９５ N
オリエンタル白石㈱ 関東工場 321-4367 栃木県真岡市鬼怒ヶ丘５ N
川岸工業㈱ 筑波工場 304-0811 茨城県下妻市下栗１３１ N
川田建設㈱ 那須工場 324-0037 栃木県大田原市上石上１８４８ N･H
ゼニス羽田㈱ 千葉工場 289-1734 千葉県山武郡横芝光町北清水６８３２ N
大成建設㈱ 東京支店千葉 PC工場 289-0125 千葉県成田市滑川８５７－１ N
大成ユーレック㈱ 川越工場 350-1156 埼玉県川越市中福８４９ N･H
大成ユーレック㈱ 千葉工場 263-0004 千葉県千葉市稲毛区六方町６０ N
タカムラ建設㈱ 山梨第一工場 401-0501 山梨県南都留郡山中湖村山中８６２－１ N
大栄産業㈱ 小出ＰＣ工場 946-0035 新潟県魚沼市十日町５５０
㈱テクノマテリアル PC事業部千葉工場 289-0124 千葉県成田市西大須賀５５０ N･H
戸田建設㈱ 成田 PC工場 286-0825 千葉県成田市新泉２３　野毛平工業団地内 N･H
トヨタＴ＆Ｓ建設㈱ 海老名工場 243-0417 神奈川県海老名市本郷３８２７－１ N･H
ピー・エス・コンクリート㈱ 茨城工場 311-3501 茨城県行方市芹沢字上山９２０-８２ N･H
ピー・エス・コンクリート㈱ 北上工場 024-0004 岩手県北上市村崎野１４地割４２６ N
㈱富士ピー・エス 東北工場 969-1302 福島県安達郡大玉村玉井字畑田３７-１大玉第２工業団地 N･H
フジミ工研㈱ 滑川工場 355-0813 埼玉県比企郡滑川町月輪１５７６-１ N･H
前田製管㈱ 宇都宮工場 321-0406 栃木県宇都宮市金田町４６６ N･H
前田製管㈱ 郡山工場 969-1105 福島県本宮市関下字向川原１－１ N･H
前田製管㈱ 山元工場 989-2112 宮城県亘理郡山元町真庭字新山神７０ N
三井プレコン㈱ 関東工場 300-2521 茨城県常総市大生郷町６１３８－８ N･H
㈱ヤマックス 埼玉工場 348-0004 埼玉県羽生市弥勒西村１１３６－１ N

中部

㈱安部日鋼工業 岐阜本巣工場 501-1205 岐阜県本巣市曽井中島１１７０ N
安藤ハザマ興業㈱ 大井川工場 421-0213 静岡県焼津市飯渕１９９７ N
木内建設㈱ 藤枝工場 426-0022 静岡県藤枝市稲川字大下８５２ N
トヨタＴ＆Ｓ建設㈱ 豊田工場 470-0375 愛知県豊田市亀首町上向イ田６５ N
㈱ナルックス 員弁工場 511-0255 三重県員弁郡東員町長深１０４０ N
㈱ナルックス 四日市工場 510-8001 三重県四日市市天ヵ須賀５－４－１３ N
㈱富士ピー・エス 三重工場 515-0352 三重県多気郡明和町八木戸西河原１０１１ N
平和建設㈱ 芝川工場 419-0315 静岡県富士宮市長貫７１４－１ N

関西

ＮＣプレコン㈱ 岡山工場 709-0412 岡山県和気郡和気町藤野１８０５ N
オリエンタル白石㈱ 滋賀工場 552-0243 滋賀県犬上郡甲良町大字小川原１０８０ N
北岡プレコン㈱ 美馬工場 771-2104 徳島県美馬市美馬町字明神原５９ N
㈱建研 水口工場 528-0061 滋賀県甲賀市水口町笹が丘１－６ N･H
㈱西田興産 長浜 PC工場 799-3413 愛媛県大洲市長浜町拓海３－２２ N
ピー・エス・コンクリート㈱ 兵庫工場 675-2101 兵庫県加西市繁昌町字五郎池沢乙２０６－７ N･H
ピー・エス・コンクリート㈱ 滋賀工場 528-0005 滋賀県甲賀市水口町水口６２３６
ピー・エス・コンクリート㈱ 水島工場 712-8071 岡山県倉敷市水島海岸通り２－６
㈱ホクコン 兵庫工場 679-0302 兵庫県西脇市黒田庄町黒田１６０１－１０ N

九州

川田建設㈱ 九州工場 873-0007 大分県杵築市大字片野１１５０－２１２
㈱富士ピー・エス 九州小竹工場 820-1101 福岡県鞍手郡小竹町御徳１６７３ N･H
㈱マキテック 九州工場 826-0045 福岡県田川市猪国４９９－７ N
㈱ピーエス三菱 久留米工場 830-0062 福岡県久留米市荒木町白口１２００
㈱ヤマウ 川南工場 889-1301 宮崎県児湯郡川南町大字川南２０５５ N
㈱ヤマックス 小川工場 869-0606 熊本県宇城市小川町河江１２１２ N

N

N
N

N

N
N

N

N

認定取得工場（国内Ｎ認定・国内Ｈ認定） 2014 年 4月 1日現在

国 会社名・工場名 所在地 認定区分

中国
上海住総工程材料有限公司 上海市 N
東錦株式会社 大連東都建材有限公司 遼寧省大連市 N
上海市建築構件製品有限公司 第三構件工場 上海市 N

認定取得工場（国外Ｎ認定）
○印：新規
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平成 25年労働災害発生状況報告

1000 棟当たりの災害件数　前年より 0.25 ポイント減少

　住宅部会 労務安全分科会はこのほど、平成 25年度の住宅部会所属 16社（別記）の労働災害発生状況を調査した

結果を報告書にまとめた。　

　報告では、同会員の完工棟数は前年より 114％増の 79,658 棟であり、災害発生件数は 202 件と前年比 7件の増

加となった。（表 1参照）　1,000 棟当たりの災害件数をみると、2.54 件と前年より 0.25 ポイント減少している。

平成 21年に初めて 2.0 件台を下回ったものの、その後再び 2.0 件台に戻ってしまい平成 17年以前の水準になって

いる。

　災害発生状況の分析として、①作業分類別では ｢建方工事｣ と ｢内部造作工事｣ で全体の 43.5% であり、②職種

分類別では ｢大工｣ ｢トビ足場｣ ｢解体｣ の三つの作業で全体の 6割を超えており、③型別・起因別では ｢墜転落災

害｣ と ｢切れこすれ災害｣ で全体の約７割を占める状態が続いている。それぞれ今後とも安全対策を重点的に講じ

る必要があるとしている。（表 2、3、4参照）

　調査の結果概要等は以下のとおり。

＜住宅部会　調査対象 16 社＞

旭化成ホームズ㈱、サンヨーホームズ㈱、積水化学工業㈱、積水ハウス㈱、㈱セレコーポレーション、大成建設ハ

ウジング㈱、大和ハウス工業㈱、トヨタホーム㈱、パナホーム㈱、ミサワホーム㈱、㈱ヤマダ・エスバイエルホーム、

レスコハウス㈱、国土建設㈱、百年住宅㈱、㈱レオパレス２１、日本ハウス㈱

　作業分類別発生状況では第１位が ｢建方工事｣ で

25.2％、第２位が ｢内部造作｣ で 18.3% であり、こ

の二つの作業で全体の 43.5％を占めている。この傾

向はここ数年変わらず、約 4割を占める状況が続い

ている。

　前年からの変動率が全体的に小さい中、「屋根」「設

備」は減少傾向にある一方で、｢内装｣は 6.8 ポイント、

「解体」が 3.8 ポイント増加しており、引き続き各々

の作業に応じた安全対策を重点的に推進する必要が

ある。

表 1-1　完工棟数、災害発生件数

表２　作業分類別災害発生状況

平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

建　　　方 23.8% 24.2% 25.2%

内 部 造 作 15.0% 18.0% 18.3%

内　　　装 6.2% 4.6% 11.4%

解　　　体 3.1% 4.6% 8.4%

※平成 25 年度の上位 4項目

293件

243件

324件
295件

265件
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176件

195件 195件 202件

106,685 
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（棟） （件）

2.75

2.5

3.28 3.27

2.99

1.75

2.38
2.48

2.79

2.54
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2.5
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16年
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22年
平成

23年
平成
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（件／1,000棟）

表 1-2　1000 棟当たりの災害発生件数
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表３　職種別災害発生状況

平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

大　　　工 30.8% 31.3% 42.1%

トビ・足場 9.7% 8.2% 12.9%

解　　　体 2.6% 4.1% 8.4%

基　　　礎 7.7% 5.6% 5.0%

※平成 25 年度の上位 4項目

　職種別災害発生状況では、第１位が ｢大工｣ で

42.1％、第２位が「トビ足場」で 12.9％、第 3位が「基

礎」で 8.4％であった。

　上位の３職種は従来より発生率が高かったが、本

年は更に「大工」で前年より 10.8 ポイント、「トビ

足場」は 4.7 ポイント、「解体」は 4.3 ポイントそれ

ぞれ増加しており、他の職種と比較しても高い増加

傾向がみられた。

特にこれらの職種に従事する者は災害の未然防止に

一層の取り組みが必要である。

表４　型別・起因別災害発生状況

平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

墜　転　落 50.3% 54.6% 52.5%

切れ・こすれ 16.1% 17.0% 13.4%

転　　　倒 10.9% 7.2% 7.9%

飛 来 落 下 8.3% 5.7% 5.9%

※平成 25 年度の上位 4項目

　型別・起因別災害発生状況ではここ数年、二大災
害とされる ｢墜転落災害｣ と ｢切れこすれ災害｣ が
第１位、２位で全体の 7割弱を占める状況が続いて
いる。
　｢墜転落災害｣ は前年より 2.1 ポイント減少してお
り、起因箇所を見ると脚立、足場、開口部の 3箇所
で 51％を占めている。
　｢切れ、こすれ災害｣ の起因物は、丸ノコ、釘打機
によるもので 49％を占めている。
特に重篤災害に直結しかねない ｢墜転落災害｣ はこ
こ数年増加したままであり、今一度作業の危険箇所
を洗い出し、物的・人的対策が急がれる。

　雇用形態別で見ると住宅業界の特徴でもある「一人親方」

の災害が 43.1％、「事業主」が 8.4％で合せて約 5割を占

めている。一人親方及び事業主の災害が近年微増傾向で推

移しており、全被災者の約 5割という現実は軽視できない。

　一人親方及び事業主の災害防止活動を強化するにあたっ

ては、元方事業者として責任ある安全衛生管理が重要であ

る。また同時に、きめ細かな思いやりのある指導と支援が

必要である。

　年齢別災害発生状況では第 1位が「40代」第 2位は「60

歳代以上」、第 3位は「50代」となっている。

　20 代以下のいわゆる若年層では 13.9％と前年比 7.6 ポ

イント減少した一方で、40 代は 4.3 ポイント、60 歳代と

50代がそれぞれ 1.8 ポイントの増加となっている。

　近年増加傾向にある 60 歳以上の高齢者層に対しては作

業者の経験年数、年齢、技能等に配慮した作業方法の決定

や適正配置等の作業計画が重要となる。

表５　雇用形態別災害発生状況

56.9% 52.8% 48.5%

9.2%
5.1% 8.4%

33.8%
42.1% 43.1%
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表６　年齢別災害発生状況
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14.9%
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14.9% 20.5% 22.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成23年 平成24年 平成25年

60歳以上 50代 40代 30代 20代 20歳未満



18Japan Prefabricated Construction Suppliers ＆ Manufacturers Association

新
任
の
ご
挨
拶

専
務
新
任
の
ご
挨
拶

合田純一 専務理事

　

先
般(

５
月
30
日)

の
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協

会
総
会
に
て
、
森
田
大
和
リ
ー
ス
㈱
社
長
の

後
任
と
し
て
、
規
格
建
築
部
会
の
部
会
長
就

任
を
ご
承
認
い
た
だ
い
た
コ
マ
ツ
ハ
ウ
ス
㈱

社
長
の
須
藤
で
す
。

　

災
害
と
い
う
の
は
発
生
し
な
い
こ
と
が
よ

い
の
で
す
が
、
規
格
建
築
部
会
は
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
、
被
災
者
に
一
刻
も
早
く
、

応
急
仮
設
住
宅
を
建
設
し
、
維
持
管
理
対

　

５
月
30
日
の
総
会
及
び
理
事
会
で
専
務
理

事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
合
田
純
一
で
す
。
前

任
の
菊
田
さ
ん
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
53
年
旧
建
設
省
に
入
省
し
、

昭
和
55
年
か
ら
57
年
ま
で
住
宅
生
産
課
で
工

業
化
住
宅
を
担
当
し
、
工
業
化
住
宅
認
定
制

度
、
ハ
ウ
ス
55
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
商
品
化
、

Ｐ
Ｃ
工
法
を
活
用
し
た
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
ハ

ウ
ジ
ン
グ
の
予
算
要
求
、
プ
レ
協
に
委
託
し

た
災
害
応
急
住
宅
の
需
要
調
査
等
に
携
わ

り
、
プ
レ
ハ
ブ
業
界
の
方
々
と
仕
事
を
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
か
ら
25
年
に
は
住
宅
金

融
支
援
機
構
理
事
と
し
て
プ
レ
協
の
各
社
と

お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
プ
レ
協
に
来
た
こ
と
は
私
個
人
に

と
っ
て
も
光
栄
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
協
は
創
立
50
年
を
超
え
、
わ
が
国
、

そ
し
て
世
界
に
冠
た
る
住
宅
供
給
者
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
住
宅

の
質
・
性
能
の
高
い
住
宅
の
供
給
を
通
じ
て
、

国
民
の
方
々
へ
の
豊
か
な
住
生
活
の
実
現
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
経
済
の
活
性
化
の
促
進
、

地
球
環
境
へ
の
貢
献
、
安
全
で
安
心
な
長
寿

生
活
の
実
現
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災

害
時
の
復
旧
・
復
興
時
の
住
ま
い
の
確
保
は
、

プ
レ
協
の
規
格
建
築
・
Ｐ
Ｃ
建
築
・
住
宅
部

会
の
全
て
の
部
会
の
各
社
な
く
し
て
は
実
現

で
き
ま
せ
ん
。
プ
レ
協
は
長
い
歴
史
を
持
ち

な
が
ら
未
来
に
貢
献
で
き
る
力
を
有
し
て
い

ま
す
。

　

当
面
の
課
題
と
し
て
は
、
消
費
税
再
引
上

げ
に
対
応
し
た
住
宅
税
制
の
あ
り
方
、
政
策

税
制
・
融
資
に
よ
る
良
質
住
宅
資
産
の
形
成
・

地
球
環
境
へ
の
貢
献
、
ス
ト
ッ
ク
有
効
活
用

（
リ
フ
ォ
ー
ム
・
中
古
流
通
）
の
促
進
の
た
め

の
制
度
の
拡
充
、
東
日
本
大
震
災
の
災
害
公

営
住
宅
や
自
立
復
興
住
宅
の
建
設
で
の
プ
レ

ハ
ブ
の
特
質
を
生
か
し
た
貢
献
、
今
後
発
生

が
予
想
さ
れ
る
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
等
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
各
社
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

諸
問
題
を
取
り
組
み
、
会
員
各
社
、
ひ
い
て

は
世
の
中
に
貢
献
で
き
る
よ
う
力
い
っ
ぱ
い

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
皆

様
方
の
ご
指
導
・
ご
協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

TOPICS　新任のご挨拶

応
す
る
こ
と
が
重
要
な
使
命
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

現
在
も
東
日
本(

岩
手
、
宮
城
、
福
島
県)

を
は
じ
め
と
し
て
大
量
の
応
急
仮
設
住
宅
を

建
設
し
維
持
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
一
致
団
結
し
、
各
省
庁

や
各
自
治
体
の
指
導
の
も
と
、
組
織
力
、
経

験
を
生
か
し
た
即
戦
力
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で

の
実
績
が
裏
付
け
る
技
術
力
に
よ
っ
て
迅
速

に
応
急
仮
設
住
宅
を
建
設
し
て
き
た
経
験
を

踏
ま
え
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
と
維
持
管

理
と
い
う
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
、

今
後
と
も
会
員
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

須藤則行 規格建築部会長

部
会
長
新
任
の
ご
挨
拶
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冊
子
発
刊
の
お
知
ら
せ

展
示
場
分
科
会

　

展
示
場
分
科
会
の
あ
ゆ
み

　
　

〜
プ
レ
協
50
年
の
住
宅
展
示
活
動
〜

Ｊ
Ｐ
Ａ
特
別
号

　

東
日
本
大
震
災
復
興
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
の
あ
ゆ
み

　
　

〜
協
会
及
び
会
員
会
社
の
活
動
記
録
〜

【
目
次
】

は
じ
め
に

第
１
章　

協
会
に
お
け
る
住
宅
展
示
活
動
の

　
　
　
　

は
じ
ま
り

第
２
章　

協
会
に
お
け
る
住
宅
総
合
展
示
場

　
　
　
　

運
営
事
業
の
展
開

第
３
章　

住
宅
総
合
展
示
場
運
営
を
振
り
返

　
　
　
　

っ
て
（
寄
稿
）

資
料
編　

１
．
写
真
で
み
る
プ
レ
ハ
ブ
住
宅

　
　
　
　
　
　

の
変
遷

　
　
　
　

２
．
年
表

　
　
　
　

３
．
統
計

　
　
　
　

４
．
歴
代
幹
事

お
わ
り
に

〈 

５
月
30
日
発
行
、
99
ペ
ー
ジ
・
カ
ラ
ー 

〉

　

展
示
場
分
科
会
で
は
、
平
成
25
年
５
月
の

桜
上
水
駅
前
展
示
場
閉
鎖
を
受
け
て
、
プ
レ

ハ
ブ
建
築
協
会
の
約
50
年
に
わ
た
る
住
宅
展

示
活
動
を
ま
と
め
た
「
展
示
場
分
科
会
の
あ

ゆ
み
」
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
冊
子
は
、
展
示
場
分
科
会
発
足
前
の
住

宅
展
示
活
動
を
は
じ
め
、
展
示
場
分
科
会
発

足
の
経
緯
、
主
催
し
た
住
宅
総
合
展
示
場
、

各
支
部
の
住
宅
展
示
活
動
、
住
宅
総
合
展
示

場
運
営
を
振
り
返
っ
て
の
寄
稿
等
を
掲
載
し

お
り
ま
す
。
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

【
目
次
】

は
じ
め
に

第
１
章　

応
急
仮
設
住
宅
建
設
活
動
（
２
０

　
　
　
　

１
１
年
３
月
〜
９
月
）

第
２
章　

復
旧
・
復
興
活
動
（
２
０
１
１
年

　
　
　
　

10
月
〜
）

第
３
章　

プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
会
員
の
役
割

　
　
　
　

と
今
後
の
展
望
（
寄
稿
）

資
料
編　

１
．
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
会
員
会

　
　
　
　
　
　

社
一
覧

　
　
　
　

２
．
震
災
時
に
お
け
る
供
給
戸
数

　
　
　
　

３
．
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
会
員
の

　
　
　
　
　
　

活
動
Ｍ
Ａ
Ｐ

　
　
　
　

４
．
震
災
前
後
に
お
け
る
販
売
戸

　
　
　
　
　
　

数
推
移

お
わ
り
に

〈 

５
月
30
日
発
行
、
29
ペ
ー
ジ
・
カ
ラ
ー 

〉

　

会
誌
編
集
小
委
員
会
で
は
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
３
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
プ
レ
ハ

ブ
建
築
協
会
と
会
員
会
社
の
復
興
に
関
す
る

活
動
記
録
と
し
て
Ｊ
Ｐ
Ａ
特
別
号
「
東
日
本

大
震
災
復
興
に
向
け
た
活
動
の
あ
ゆ
み
」（
和

英
併
記
）
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
冊
子
は
、
震
災
直
後
の
応
急
仮
設
住
宅

建
設
に
関
す
る
活
動
を
は
じ
め
、各
部
会
（
規

格
建
築
部
会
・
住
宅
部
会
・
Ｐ
Ｃ
建
築
部
会
）

そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ
て
い
る
復
旧
・
復
興
に

関
す
る
活
動
、
会
員
会
社
の
役
割
と
今
後
の

展
望
に
関
す
る
寄
稿
等
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
及
び
会
員
会
社
の

災
害
対
策
活
動
の
Ｐ
Ｒ
や
今
後
の
復
旧
・
復

興
活
動
に
是
非
お
役
立
て
く
だ
さ
い
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